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ポイント

地域の概要・課題 効果

木場潟

前川

梯川

小松市役所

ＪＲ小松駅

小松市街地

国土交通省 北陸地方整備局
金沢河川国道事務所

梯川河川維持修繕事業

79-1 河川管理施設の老朽化対策

梯川および前川流域は、山間部と海岸砂丘に囲まれた
低平地が広がっており、ひとたび氾濫が発生すると湛水
が長期化しやすい地形となっています。

梯川逆水門と前川排水機場は、両施設が協力し合う
ことで、前川および木場潟において、平常時は塩水遡
上防止やかんがい取水、洪水時は逆流防止やポンプ排
水による水位上昇軽減の役割を果たしています。

頻発する出水により稼働時間が多く、年点検において
確認された原動機内部の損傷について分解整備による
修繕を実施し、排水機場の機能を確保しました。

令和４年８月には梯川で、観測史上１位となる水
位を観測する出水となり、前川排水機場は延べ65
時間、約1,100万㎥の排水を行い、物流を支える
JR北陸本線や旧国道８号、人口・資産が集中する
小松市街地の浸水被害を軽減しました。

⚫ 老朽化した排水機場の予防保全として分解整備を実施
⚫ 観測史上１位の水位を記録した令和４年８月出水では、延べ65時間
の排水を行い、地域の浸水被害を軽減

老朽化した排水機場を修繕し、
地域の浸水被害を軽減する
（石川県小松市）

前川

梯川

前川排水機場

令和４年８月大雨時の前川排水機場

小松市街地

前川排水機場

総被害額（億円） 1,547

浸水想定範囲（ｈａ） 1,100

被災人口（人） 16,134

床上浸水戸数（戸） 5,168

床下浸水戸数（戸） 1,032

＜令和４年８月出水で前川排水機場が
稼働しなかった場合の被害想定＞

凡 例 
浸水した場合に想定される水深（ランク別） 

0.5m未満の区域 

0.5～1.0ｍ未満の区域 

1.0～2.0ｍ未満の区域 

2.0～5.0ｍ未満の区域 

5.0ｍ以上の区域 

前川排水機場

木場潟

梯川逆水門

年点検の結果、原動機内部のダクトや断熱材の損傷が判明したため、原動
機を分解し、損傷部分の修繕を実施した。

ダクトからの排気漏れによる損傷確認状況

原動機内部の
断熱材の損傷状況

１号原動機

原動機内部の修繕内容

かけはしがわ

まえかわ

事業の概要

1-4）突発的又は広域的な洪水・高潮に伴う長期的な市街地等の浸水による多数の死傷者の発生（ため池の損壊に
よるものや、防災インフラの損壊・機能不全等による洪水・高潮等に対する脆弱な防災能力の長期化に伴うものを含む）


